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福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
令和５年第２６週（令和５年６月２６日～令和５年７月２日） 

 

 
■ コメント 

・第 26週は、ヘルパンギーナの報告数が前週より増加しています。ヘルパンギーナは、いわゆる夏か

ぜの一つで、乳幼児に多い疾患です。突然、38～40度の発熱が 1～3日続き、のどの痛み、口の中の

水疱、全身倦怠感、食欲不振などがあらわれます。ヘルパンギーナは、感染した人の咳やくしゃみ

などに含まれるウイルスによって感染するほか、水疱の内容物や便に排泄されたウイルスが手など

を介して感染します。口の中に水疱ができると食事がとりづらくなるため、脱水に注意が必要です。

また、便の中に比較的長い期間ウイルスが排泄されるため、特に、おむつを交換する時などは排泄

物を適切に処理し、石けんと流水でしっかりと手を洗うことが大切です。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 15 290 218 6,411 

腸管出血性大腸菌感染症 4 55 96 947 

レジオネラ症 1 34 73 901 

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 56 34 846 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 22 7 397 

後天性免疫不全症候群 1 27 9 453 

侵襲性インフルエンザ菌感染症 2 8 14 228 

梅毒 13 379 218 7,124 

 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 1,427 7.21 1.25 30,255 6.13 

インフルエンザ 153 0.77 1.24 5,896 1.20 

ＲＳウイルス感染症 637 5.31 0.95 9,936 3.16 

咽頭結膜熱 153 1.28 0.97 1,923 0.61 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 512 4.27 1.05 5,132 1.63 

感染性胃腸炎 694 5.78 0.85 15,630 4.98 

水痘 12 0.10 0.60 416 0.13 

手足口病 243 2.03 1.58 2,779 0.89 

伝染性紅斑 0 0.00 0.00 105 0.03 

突発性発しん 47 0.39 0.65 975 0.31 

ヘルパンギーナ 365 3.04 1.23 18,176 5.79 

流行性耳下腺炎 8 0.07 0.62 279 0.09 

急性出血性結膜炎 0 0.00 - 9 0.01 

流行性角結膜炎 11 0.42 1.00 257 0.37 

細菌性髄膜炎 1 0.07 - 9 0.02 

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 13 0.03 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 - 31 0.06 

クラミジア肺炎 0 0.00 - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0 0.00 - 2 0.00 

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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